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『デッドヒート』

　11月12日（日）に開催された『第44回分
館対抗駅伝競走大会』ですが、今年の大会は
一味違いました。大丸・大崎・菱田がトップ
を争い、最後には大崎・菱田の一騎打ち状態。
ゴールタイムの差はわずか0.01秒。テレビで
見るような手に汗握る熱い展開でした。
（平成29年11月12日撮影・13ページに関連記事）

人権啓発シリーズ
ハンセン病と人権

～同じ過ちを繰り返さないために～
●知っていますか？　悲しい歴史を学び語りつなごう
　治療法が見つからなかったことや間違った知識から、ハンセン病は感染
しやすい、というイメージが広まり、差別や偏見が強まりました。ハンセン病
と診断された方々は、療養所から出ることや家族と一緒に暮らすこと、子ども
を産むことさえも許されませんでした。平成８年の『らい予防法』廃止まで、
長年にわたりこの隔離政策が続き、ハンセン病は『怖い病気』として定着し
ていました。ご本人だけでなく、ご家族も偏見や差別を受け、かけがえのな
い人生が奪われました。

●正しい知識を　ハンセン病について正しく学ぼう
　ハンセン病は、『らい菌』に感染することで起こります。発病には個人の
免疫力や衛生状態、栄養事情が関係し、たとえ感染しても発病はまれです。
　また、遺伝病ではないため、患者の子や孫に遺伝することはありません。
　ハンセン病は、早期発見・治療で完治します。昭和24年頃には、特効
薬で完治する病気になりました。手足のまひや変形は、診断や治療が遅れ
たことによる後遺症です。

　 広報おおさき 平成29年12月号


